
第３回家庭教育ファシリテーター
養成講座

～不登校を考える～

日時：令和６年11月26日（火）

主催：滋賀県教育委員会生涯学習課
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１．滋賀県の不登校の現状について

２．不登校児童生徒への支援の在り方

３．支援を届ける

本日の内容
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１．滋賀県の不登校の現状について

不登校児童は1,562人で過去最多

学校内外の機関等で、相談・指導等を受けていない児童

４９３人【前年度（３６５人）より128人増加】

不登校児童の31.6％（前年度28.9％）
3「令和5年度児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関する調査等の結果（滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課）より



不登校生徒は2,429人で過去最多

学校内外の機関等で、相談・指導等を受けていない生徒

９２８人【前年度（732人）より196人増加】

不登校生徒の38.2％（前年度34.5％）

4「令和5年度児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関する調査等の結果（滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課）より



不登校生徒数は７８６人で昨年度よりも16人減少

学校内外の機関等で、相談・指導等を受けていない生徒

３２６人【前年度（３４２人）より16人減少】

不登校生徒の41.5％（前年度42.6％）
5「令和5年度児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関する調査等の結果（滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課）より



小学校

493人

高等学校

928人

学校内外の機関等で、相談・指導等を受けていない児童生徒

中学校

326人

不登校により学びにアクセスできない
子どもをゼロにすることを目指し、
誰一人取り残されない学びの保障を
社会全体で取り組むことが大切！

※スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、養護教諭、教育支援センター、民間団体等での
相談・指導等を受けていない児童生徒
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２．不登校児童生徒への支援の在り方

「学校と地域でつくる学びの未来」（文部科学省）より



「しがの学びと居場所の保障プラン」（滋賀県）より 8

滋賀における不登校の子ども支援の基本理念



「しがの学びと居場所の保障プラン」（滋賀県）より 9

支援にあたり重視する視点



不登校の背景（公立小中学校）
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【小学校】
①無気力
②親子の関わり方
③生活リズムの乱れ、あそび、非行

【中学校】
①無気力・不安
②いじめを除く友人関係をめぐる問題
③生活リズムの乱れ、あそび、非行

「しがの学びと居場所の保障プラン」（滋賀県）より

【小学校】
①先生のこと
②身体の不調
③生活リズムの乱れ

【中学校】
①身体の不調
②勉強が分からない
③先生のこと

不登校児童生徒の実態把握に関する調査報告書（文部科学省）より

教員の見立て 子どもの思い

ズレ
がある

子どもの思いに寄り添った支援が大切！

（最初に学校に行きづらいと感じ始めたきっかけ）
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「訪問型家庭教育支援

リーフレット」より

３．支援を届ける
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「訪問型家庭教育支援

リーフレット」より



13「訪問型家庭教育支援 リーフレット」より



14「訪問型家庭教育支援 リーフレット」より



「届ける家庭教育支援」地域活性化事業
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家庭教育支援
アドバイザーの派遣

（助言・指導）

研修会、交流会の実施

①６月20日：基礎研修会
②９月12日：専門研修会
③１月23日：実践交流会
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立ち止まったときは、つながるとき

子どもも 保護者も


